
学部と附属校園との共同研究報告（音楽科）

「幼稚園児から中学生までの児童生徒の声域についての調査研究・その2」

福井昭史　加納暁子　西田治（学部）永柄孝知　山口亮介（附属小学校）

田中邦夫（中学校）炉山ゆずる（幼稚園）藤田美穂子（養護学校）

音楽科では、授業研究を主とした学部と附属校園との共同研究を数年間に渡って続けた

後、平成17年度からは児童生徒の実態調査を実施することとし、声域の調査を実施した。

その成果をふまえ、平成19年度に第2回目の声域調査を実施した。

1　研究の概要

本研究の目的は、児童生徒の声域の実態を把握することで、音楽科における歌唱指導や

教材研究に役立てようとするものである。調査の対象は、各附属校園に在籍する幼稚園児

から中学生までとし、年少から年長までの幼稚園児、小学校と中学校の各学年3学級の児

童生徒、養護学校の小学部と中学部の調査可能な児童生徒全員とした0調査では、歌声と

して使用可能な声域の最低音と最高音を測定し学年又は年齢別、男女別に集計した0

有効 なデー タを得 られ た調査人数は以下の とお りである。

幼稚 園 小 学校 中学校 特別支援学校

年少 年 中 年長 1 2 3 4 5 6 1 2 3 小 学部 中学部

男 12 16 17 53 49 51 52 48 49 60 53 65 6 10

女 12 16 16 5 1 49 48 50 47 5 1 61 60 56 6 ・6

2　調査の結果と考察

調査の結果は、学年別、男女別に①最低音、最高音とその平均、②音域とその平均、③

最高音と最低音の中間値等を算出し、年齢、性別による声域の特質や変声期の実態などに

ついて考察を行った。

グラフは調査対象全員の最高音、最低音とそれらの中間音を示した。また、右端にそれ

ぞれの平均を示した。縦軸は音高を数字で示している。

音 高 と数 字 の 関係 は以 下 の 表 の とお りで ある。

数 字 1 3 5 7 8 1 0 1 2 13 15 17 19 2 0 2 2 2 4 2 5 2 7 2 9 3 1 3 2 3 4 3 6 3 7 3 9 4 1
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＊20が中央ハの音で数字が1増すごとに半音高くなる。

（1）幼稚園児

幼稚園児の声域調査は、「松ぼっくり」を幾つかの調で歌わせ、各々の園児の最低音と

最高音を測定した。その結果が以下のグラフである。（各々の右端が平均）

グラフからも読み取れ．るように、幼稚園児の音域は15（ト）から34（‥ニ）の範囲であ

り、前回の調査同様、予想以上に低い。それに伴い中間音の平均も24（・ホ）付近である0

幼児の声域は狭く、1オクターブに及ぶような広い音域の歌は十分に歌えないと考えら

れていたが、前回の調査と同様に、声域が1オクターブに及ぶ児童も多いことが明らかに

なった。年長児の平均は男女とも音域が1オクターブに及んでいる。
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(1)幼稚園児

幼稚園児の声域調査は、 松ぽっくりーを幾つかの調で歌わせ、各々の園児の最低音と

最高音を測定した=その結果が以下のグラフである各々の右端が平均)
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幼稚園・年長児・女子
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グラフからも読み取れるように、幼稚園児の音域は 15 (ト)から 34 (・・ニ)の範囲であ

り、前回の調査同様、予想以上:こ低い=それに伴い中間音の平均も 24(・ホ)付近であるこ

幼児の声域は狭く、 1オクターブ;二及ぶような広い音域の歌は十分;こ歌えないと考えら

れていたが、前回の調査と同様;二、声域が 1オクターブに及ぶ児童も多いことが明らかに

なった=年長児の平均は男女とも音域が 1オクターブ(こ及んでいる=
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{幼稚園児の声域の平均]

年長・女子

12 (完全 8度)

年長・男子

12 (完全 8度)

年中・女子

9 (長 6度)

年 中 ・男子

11 (長 7度)I i (完全 5度)I 8 (短 6度)

学年別、男女別;こ声域の半音数と度数で示している

[幼稚園児の最高音・中間音・最低音の平均]

年少・女子年少・男子

男子の平均 女子の平均

取Eヨ τ両士 官てうー 中間音 最低音 取自 主同主「三日ヱ 中間音 最低音

年少児 30(・変ロ) 25 (・へ) 19 (ロ) 27 (・ト) 24 (・ホ) 20(・ハ)

年中児 28(・変イ) 24 (・ホ) 20(・ハ) 28(・変イ) 23(・変ホ) 19 (ロ)

年長児 29 (・イ) 23(・変ホ) 1 i (イ) 28 (・変イ) 23 (・変ホ) 17 (イ)

どの年齢においても顕著な男女差はみ ら れ最高音など全般にわたって、音低自販

なかった=

声域、

最低音が 17主いわれているが、ホカ斗ら 36児童の一般的な声域は20

概ね 3度 程 度 低 い ことがわかる

(・ハ)幼児、

の付近と(イ)

方通(イ)この調査結果 は 前 回 と 同 様 の 傾 向 がみられ、幼稚園児の歌唱教材としては

を基本とする音域が望ましいことがわかる=(イ)ら.29 

(2) 小学生

その後変声期の影響を受小学校 5年生が声域のピーク;こなっており、前回の調査では、

その傾向が今回の調査でも示されるかは興味深い こと;ナるという実態が明らかになった=

である=

男女別;二声域の半音数と度数で示している=*学年別、{小学生の声域の平均]

6年生5年生4年生3年 生2年生1年生

22(短 14度)22 (短 14度)2o (短 13度)

26(短 16度)

17 (完 11度)14 (長 9度)

16 (短 10度)

13 (短 9度)

16 (短 10度) 24 (完 16度)2c!(完 16度)18 (増 11度)女子

学年が進むにつれて声域が拡大している 男子は 5年生でピーク(こ達し女子は 4年生、

ている m

{小学生の最高音・中間音・最低音の平均]

男子の平均 女子の平均

庶Eヨ τ甫全ア1官で'-，- 中間音 最低音 最古I白]立日 中間音 最低音

1年 生 32 (・・ハ) 26(・嬰へ) 19 (ロ) 34 (・・ニ) 27 (・ト) 20(・ハ)

2年 生 33 ( . .嬰ハ) 26(・嬰へ) 20(・ハ) 36 (・・ホ) 28 (・変イ) 20 (・ハ)

3年生 34 (・・ニ) 26 (・嬰へ) 18 (変ロ) 37 (・・へ) 28(・変イ) 19 (ロ)

4年生 36 (..ホ) 26(・嬰へ) 16 (ト) 39 (..ト) 27 (・ト) 15 (ト)

5年生 37 (・へ) 26 (・嬰へ) 15 (ト) 38(・・嬰へ) 26 (・嬰へ) 14 (嬰へ)

6年 生 35 ( . .変ホ) 25 (・へ) 1--1 (嬰へ) 38 ( . .嬰へ) 26(・嬰へ) 14 (嬰へ)

中学年までは顕著な 男女付近を中央値とし、(・イ)29 (・へ)、26 小学生の声域(士、

差はみられないこ

中学年で 1オクターブ

女子男子(士、

パ、学生女子児童の声域(士、低学年で 1オクターブから 10度余り、

高 学 年 で 2オク タ ーブと、概ね年次ごとに拡大している(約 20半音)、半



よりは声JExが狭いものの発達;こは同僚の傾向がみられるご

5 ・6年生の男子の一部;こ声域が低い児童がみられ、変声期であることが予想される《

男子、女子の順に学年ごとの調査結果をグラフで示すー

(男子の調査結果〉
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小学校第4学年・男子
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小学校第6学年・男子
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前回の調査同様これらのグラフから興味深い傾向が読み取れる:

児童生徒の声域を中央(庄が低いものから順;こ並べているが

J、J-、
IJ:ィつ、

その値は狭いグラフでは、

中央値付近の音高が児童生徒にとって最も自然:こ発声できる音域だ範囲に限られている:

と仮定することもできると考えられるご

カ瓦ら 29(・へ)小学生では男女とも学年;こ方、 J7Eわることなく概ね25その音域:土、-l- J三-

3二/一、

児童生徒の日常生活での芦を出す習慣の違いや歌唱の

その声域が上下;こ拡大すると考えられる τ

前回も述べたが、

市11糾!などに左右され、

--rて .J.- ・ァ

〈め/，Jc (・イ)



:女子の調査結果:

小学校第1学年・女子
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小学校第5学年・女子
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中学生

パ、学校高学年から中学校にかけての時期は男女とも変声期にあたり

(3) 

前回を含め調査結

果が注目される=

[中学生の声域の平均]

3年・女子

30(増 18度)

2年・女子1年・女子3年 ・ 男子2年・ 男 子1年・男子

18 (増 11度)

全般的;二女子の音域が広く 2年生を除き平均でも 2オクターブ以上;こ及んで

2年生の音域が狭くなっているのは、

2':1: (完 15度)2i(短 1i度)23(長 1':1:度)21 (長 13度)

中学生は

男女ともに変声期の影響が考えられる=いる=

[中学生の最高音・中間音・最低音の平均]

男子の平均 女子の平均

RI司支 τ南士 百Tう- 中間音 最低音 IE反ヨ τI均セー で百"r 中間音 最低音

1年生 23 (・変ホ) 13 (へ) 2. 嬰へ) -10 ( . .嬰ト) 26 (・嬰へ) 13 (へ)

2年生 21 (・嬰ハ) 12 (ホ) 3 (と) 39 (・・ ト) 27 (・ト) 15 (ト)

3年生 23 (・変ホ) 12 (ホ) o (~三) -11 (..イ) 26 (・嬰へ) 11 (変ホ)I 

付近をト)変声期を過ぎ た 男 子 の 声 域 は 12 (ホ)付近を中央値とすることから、 27

中央値とする女子と比べ、概ね 1オクターブ(尽くなっていることがわ方、る:

1オクターブ;二満たない狭い声域の生徒がみられるのは変声 j切によ

2オクターブ;こ及ぶ生徒も少なくない n

Q
d
 

A
せ

1年生男子の中:二、

るものであり、学年が進むにつれ、芦 j或が拡がり



中学 2年生までには大部分の生徒が変声していることがわかる aこの調査から、

1オクターブ;こ及ぶ広い声付近を中央値とし上下;こ各々ト)各学年とも 2i女子は、

安定した広い声域であることがわかるー域をもっ生徒も多く、

;男子の調査結果:

立
目
立
目
立
回
一

高
間
低
一

最
中
最
一

土十一

中学校第1学年・男子

50 

30 

20 

10 

O 

40 

-10 

-20 

立
目
立
日
立
国
一

稿
欄
制
一

工十一
• 

中学校第2学年・男子

35 

30 

25 

20 

• 15 

10 

FD
ハU
R
U

中学校第3学年・男子

立
目
立
目
立
国
十

高

間

低

最
中
最
一

土
十

• 
• 

40 

30 

20 

10 

O 

-10 

最低音が 1i 

教科書;こ掲載されている歌唱教材出の表現:こ十分な声
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より高くホ)2年生と 3年生では女子の大部分の 生 徒 の 最 高 音 が 36

より低いという実態であり、(イ)



域であることがわ元、るー

:女子の調査結果:

中学校第1学年・女子
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の傾向が現れているニ 1年生は男女とも声域が咲く、男子ほど目立たないまでも、女子;こ

変声期;ごついては、 l年生の男子と 2年生の一部;こ著しく音域が狭い生徒がみられ、そ

も同時期;こ変声期の特徴が現れているこ女子の場合:土子ifj或の大きな変化はみられず、 7吉j立t
が狭くなる白

この結果から、男女とも中学校の 1 年生 ~t ~H~ Jl日活動において不安定な時期であるという

ことがし、ぇ、配慮;日必要であると考えられる角
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(4) 養護学校

養護学校では、 その結果は以下のグラブ小中学生を対象;こ可能な限り調査を実施したー

:こ示したとおりである両

障害児の声域については個人差がみられることがわかる=以上の結果カミら，
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研究のまとめ3 

次;こ示す平成 11年度の考察をほぼ立証した内容であるといえる-

{平成 11年度の考察]

幼稚園児の声域も 1オクターブ;こ及んでおり、

本年度の調査結果は、

教材の選択などによ音域の工夫、1 

って十分な歌唱表現が可能であると考えられるこ

変声後の男子は 1(・イ)、から 29(・へ)概ね25声域の中央(直は変声前では、つ

オクターブ(尽くなることが明らかになったこ

変声期:こその後、声域の広さからは児童発声のピークが小学校の 5年生にあり、3 

よって大人の声へと変化する=

小学校の 5年生の男子からその傾向

中学校の 1年生を過ぎると大部分の生徒が安定した声域になることが明

変声期については個人差がみられるものの、4 

がみられ、

らかになった.

変声期であることが予想音域が狭く、中学校 1年生の女子ば前後の学年;二比べ、

される m

。

幼稚園児から中学生まで予想以上;こ広い声域をもつことが明らかになったこ6 



(1)声域(最高音・最低音・中間音の平均)の学年ごとの変化

次の表(土、幼稚園から中学生までの声域の平均値をグラフ化したものである z このグラ

フから児童生徒の声域の実態と変声期による声域の変化を読み取ることができるー

が分かる=

男子の平均
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次のグラフは平成 li年度の調査結果であり、両年度の調査:こ同様の傾向がみられること

学年ごとの声域の変化
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男子
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女子

男子の声域が中学校 1年生で顕著:こ下がる理由のーっとして、混声合唱が中心となる皮

業内容が影響していることも考えられるが、変芦期がこの時期であることは確かな事実で

あるといえる《



(広さの平均)の学年ごとの変化

次のグラフは最低音と最高音の聞の音程を学年ごと;二男女別の平均で示したものであ

声域、、，，ノ
旬

''A
J
'
l

、

グラフでその変化が読み取れる白縦軸の数字(土声域を半音数で表したもので、るこ

声域の変化
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、、・・・・・4，J 年少年中年長

数値的;こは両年度の調査とも同様の傾向平成 1i年度の調査結果であり、次のグラフ(士、

。4 から徐々に拡大し/ I、学校 1年生で男女ともに概ね 1o半音

この時期の女子は 2オクターブ;こ及び

(短 12度)がみられる二

男子もそれに近い音域年生で一度ピークとなるこ

これについては男子が顕著であるー変声期の影響で狭くなるが、その後、となるニ

平 成17年度調査声域(広さ)の変化
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今後の生徒を対象;こ実施した声域調査の結果であるが、|臼.;tiニ
ノL 主主、以上が附属校図の幼児、

今後も調査を継続するこ2回の調査に微妙な違いが現れていることから、課題としては、

調 査 の 精 度 を 確 実 な も の とす

幼稚園見通ら中

個 人 の 成 長 を 長 年 に 渡 っ て追

るための方法の検討や調査対象を公立学校;こも拡大するなども考えられる

学校までの連絡 入 学 を 行 っ て い る 附 属 校園の特色を生かし、

跡する縦断的な研究も考えられる=
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斗
&

また、とでさらに実態の解明;こ努める必要があるといえる=




